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豊科病院の理念 

自他を問わず人間を愛し、慈しむ心を礎に、病める人、障碍を持つ人、悩める人に常に自

分の家族に接するように優しく接し、最良の医療・福祉サービスを提供し、地域の人々の

要求及び個別的要求にも応え、地域で人々が快適に生活できるような支援を行う。 

令
和
７
年
新
年
式  

～
心
新
た
に
～ 

１
月
４
日
に
、
豊
科
病
院
と
老
人
保
健

施
設
安
曇
野
メ
デ
ィ
ア
合
同
の
新
年
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

関
理
事
長
・
総
長
か
ら
以
下
の
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇  
 

医
療
界
で
は
２
０
２
５
年
を
目
途

と
し
て
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
が
、
地
域
に
お
け
る
医
療
機
能

の
分
化
・
連
携
の
構
図
を
確
定
す

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
会
議
を

繰
り
返
し
、
全
国
的
に
ほ
ぼ
そ
の
目

標
を
達
成
し
た
。
そ
し
て
次
は
２
０

４
０
年
を
目
途
と
し
て
新
た
な
地

域
医
療
構
想
を
策
定
す
べ
く
、
検

討
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

今
度
は
、
病
院
機
能
の
分
化
だ
と

い
う
。
中
央
で
の
検
討
会
は
す
で
に

昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
吾
々
を

代
表
し
て
四
病
協
（
日
本
病
院

会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
医

療
法
人
協
会
、
日
本
精
神
科
病
院

協
会
：
い
ず
れ
も
当
法
人
は
会

員
）
か
ら
も
夫
々
委
員
が
参
加
し

て
い
る
。 

２
０
４
０
年
の
地
域
医
療
構
想

で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

①
外
来
・
在
宅
、
介
護
と
の
連
携
、

人
材
確
保
等
を
含
め
た
あ
る
べ
き

医
療
提
供
体
制
の
実
現
に
資
す

る
よ
う
策
定
・
推
進
、
②
新
た
な
構

想
を
医
療
計
画
の
上
位
概
念
に

位
置
付
け
、
医
療
計
画
は
新
た
な
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構
想
に
即
し
て
具
体
的
な
取
組

を
進
め
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
２
０

２
５
年
の
地
域
医
療
構
想
で

は
、
病
床
機
能
を
中
心
に
策
定

さ
れ
て
き
た
が
、
２
０
４
０
年
の

地
域
医
療
構
想
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
回
復
期
機
能
」
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
に
「
高
齢
者
等
の
急
性

期
患
者
へ
の
医
療
提
供
機
能
」

を
追
加
し
、「
包
括
期
機
能
」
と

し
て
位
置
づ
け
た
。
医
療
機
関

機
能
の
都
道
府
県
へ
の
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
、
構
想
区
域
ご

と
に
①
高
齢
者
救
急
・
地
域
急

性
期
機
能
、
②
在
宅
医
療
等
連

携
機
能
、
③
急
性
期
拠
点
機

能
、
④
専
門
等
機
能
に
分
化
す

る
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
よ
り
広
域
な
観
点
と
し

て
、
①
医
療
機
関
：
大
学
病
院

本
院
機
能
、
②
広
域
診
療
機

能
：
高
度
急
性
期
拠
点
機
能
、

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
医

療
機
関
は
、
一
つ
の
機
能
だ
け
で

な
く
複
数
の
機
能
を
選
択
し
報

告
で
き
る
と
い
う
。 

我
々
の
法
人
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、
②
在
宅
医
療
等
連
携
機
能
お

よ
び
④
専
門
等
機
能
で
あ
ろ
う
。

昨
年
城
西
病
院
は
、「
在
宅
・
訪
問

診
療
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。

専
任
の
医
師
を
配
し
た
が
、
今
年

は
チ
ー
ム
で
展
開
で
き
る
よ
う
看

護
師
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
（
事
務
及
び

運
転
業
務
）
を
配
し
、
在
宅
で
の
検

査
（
心
電
図
・
超
音
波
検
査
等
）
も

行
え
る
よ
う
設
備
も
整
え
る
。
外

来
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
訪
問
診
療
の
需
要
は
増
し
て

い
る
。
専
任
医
師
だ
け
で
な
く
、
外

来
担
当
医
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行

う
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
を
行
う
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
高
齢
者
の
急
変
時
は
確
実
に

入
院
医
療
を
提
供
す
る
。
こ
う
し

た
当
た
り
前
の
医
療
を
私
ど
も
は

提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

職
員
各
々
の
覚
醒
を
期
待
す
る
。 

真
ん
中
の
□
に
当
て
は
ま
る
漢
字

を
考
え
、４
つ
の
二
字
の
熟
語
を
完
成

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

※答えは最終ページ、  

編集後記の下にあります。 

残 

粉 
 

見 

崩 

頭
の
体
操 

 

い
か
が
で
す
か
？ 

 

地
域
で
生
活
さ
れ
る
当
事
者
の
方
々

は
、
近
年
の
物
価
や
食
材
費
の
上
昇
に

伴
い
、
昼
食
を
抜
い
た
り
、
安
価
な
菓

子
パ
ン
な
ど
で
済
ま
せ
、
栄
養
摂
取
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

当
院
の
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
そ

の
よ
う
な
食
生
活
を
少
し
で
も
防
ぐ
た

め
に
、
毎
日
昼
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
シ
ョ
ー
ト

ケ
ア
を
開
き
、
調
理
を
始
め
ま
し
た
。

特
別
な
材
料
や
道
具
が
な
く
て
も
、
安

く
て
簡
単
に
で
き
る
料
理
を
練
習
し
、

休
日
の
昼
食 

準
備
を
ご
自 

分
で
き
る
よ 

う
に
な
る
こ 

と
を
目
指
し 

て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、 

煮
込
み
う
ど 

シ
ョ
ー
ト
ケ
ア

ん
や
ち
ら
し
寿
司
、
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
他
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。 

調
理
の
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
主
治

医
ま
た
は
デ
イ
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 デイケアルーム 



         

               

                         

                         

              
 

           

 

 
 
 
 

社
会
制
度
で
安
心 

⑫ 

 
豊
科
病
院
家
族
会 

「心
の
友
の
会
」  

 

  

「
家
族
会
」
は
社
会
制
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
院
の
家
族
会
を
Ｑ

＆
Ａ
で
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。  

Ｑ:

そ
も
そ
も
家
族
会
っ
て
何
？ 

Ａ:

精
神
障
が
い
者
の
家
族
会
は
、
精

神
疾
患
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家

族
が
、
お
互
い
に
同
じ
悩
み
を
話
し

合
い
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
情
報

を
交
換
し
な
が
ら
成
長
を
図
っ
て
い

く
集
ま
り
で
す
。
そ
し
て
、
学
習
や

情
報
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
精
神
保

健
福
祉
の
知
識
も
得
ま
す
。 

一
口
に
「
家
族
会
」
と
い
っ
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
会
が
あ
り
、

認
知
症
の
家
族
会
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

依
存
症
の
家
族
会
な
ど
、
疾
病
や
障

が
い
別
の
家
族
会
も
あ
り
ま
す
。
全

国
に
病
院
家
族
会
は
２
０
０
、
地
域

家
族
会
は
１
２
０
０
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

Ｑ:

豊
科
病
院
の
家
族
会
は
い
つ
か
ら

あ
る
の
？ 

Ａ: 

豊
科
病
院
の
家
族
会
は
、
城
西
病

院
の
家
族
会
よ
り
名
称
を
い
た
だ
き
、

平
成
７
年
度
に
城
西
病
院
の
家
族
会

と
同
じ
名
称
『
心
の
友
の
会
』
と
し
て

発
足
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
年
に
１

～
２
回
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
13
年
度
か
ら
は
年
４
回
の
定

例
会
を
欠
か
さ
ず
開
催
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ:

豊
科
病
院
の
家
族
会
の
活
動
は
？ 

Ａ:

『
ち
ょ
っ
と
学
習
会
』
と
『
茶
話
会
』
と

い
う
二
つ
の
企
画
を
柱
に
活
動
し
て
い
ま

す
。  前

者
の『
ち
ょ
っ
と
学
習
会
』
は
、そ
の

名
の
通
り
、
ご
家
族
が
気
軽
に
短
時
間
学

習
し
て
い
た
だ
く
企
画
で
す
。
そ
の
内
容

は
、①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
・
就
労
継
続
支
援
施
設
等
の

地
域
の
福
祉
施
設
の
見
学
会
、②
障
害
年

金
・
障
害
者
手
帳
・
障
害
者
自
立
支
援
法

と
い
っ
た
社
会
制
度
の
学
習
会
、③
う
つ

病
・
統
合
失
調
症
な
ど
精
神
科
疾
病
や
障

が
い
の
学
習
会
、④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
っ
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、院
内
に
留

ま
ら
ず
、
家
族
会
会
員
の
皆
さ
ん
で
外
出

し
、
学
習
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、老
人
施
設
の
見
学
や
認
知
症
予
防

の
学
習
会
な
ど
、
ご
家
族
自
身
の
健
康
維

持
を
目
的
と
し
た
企
画
も
行
わ
れ
、そ
の

活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

家
族
会
活
動
で
得
た
情
報
を
、
ご
家
族

や
当
事
者
の
方
々
が
自
由
に
選
択
そ
し

て
活
用
さ
れ
、実
際
に
見
学
し
た
施
設
に

通
所
さ
れ
始
め
る
な
ど
、家
族
会
の
企

画
が
利
用
へ
と
結
実
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

な
お
、平
成
30
年
度
に
は
、豊
科
病

院
の
家
族
会
が
市
議
会
に
対
し
て
、制

度
政
策
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
を
行

い
、
本
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
の
生
の
声
が
、市
政
を
動
か
す
に

至
っ
た
こ
の
活
動
は
家
族
会
な
ら
で
は

の
も
の
で
す
。 

ま
た『
茶
話
会
』
は
、
ち
ょ
っ
と
学
習

会
の
後
に
、
ご
家
族
同
士
の
交
流
を
深

め
る
場
で
す
が
、話
題
が
盛
り
上
が
る

ひ
と
時
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、毎
年

１
月
に
は『
新
年
会
』
と
称
し
て
、家
族

の
皆
さ
ん
で
会
食
す
る
懇
親
会
も
恒

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 Ｑ:

運
営
は
ど
う
し
て
い
る
の
？ 

Ａ:

本
来
家
族
会
は
一
般
的
に
は
ご
家

族
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
が
、そ
の
運
営
が
ご
家
族
の

負
担
と
な
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、当
院
の
家
族
会
で
は
毎
年

の
総
会
に
お
い
て
、会
長
や
副
会
長
と

い
っ
た
役
員
は
置
か
ず
に
、事
務
局
が

運
営
す
る
、
と
採
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 



令和 7年 2月 1日現在 

 

                         

                         

        

 月 火 水 木 金 土 

内 

科 
休 診 休 診 休 診 

信州大学 

病院 

医師 

休 診 休 診 

精 

神 

科 

① 

中澤
なかざわ

 知遠
ち と お

 

医師 

西里
にしざと

 吉昭
よしあき

 

医師 

五味渕
ご み ぶ ち

 満徳
みつのり

 

医師 

岡崎
おかざき

 隆司
た か し

 

医師 ※ 

中澤
なかざわ

 知遠
ち と お

 

医師 

五味渕
ご み ぶ ち

 満徳
みつのり

 

医師 

精 

神 

科 

② 

 中村
なかむら

 千恵美
ち え み

 

医師 
  中村

なかむら

 千恵美
ち え み

 

医師 （新患） 
 

◎ 受付時間    午前 7:00～正午 

◎ 診療時間    午前 9:00～終了まで   ※木曜日の精神科は、午前 9:30～診療開始 

 

○ 午後は全科休診となります。           ○ご不明な点は受付へご確認ください。 

○ 日曜・祝日は全科休診となります。         お問い合わせ先…℡0263-72-8400  

 
 ●編集後記● 

比較的暖かかった１月下旬から一転、２月に入りたびたび寒波が到来し、寒い日が続いています

がいかがお過ごしでしょうか。 

大北地域では近年稀にみる降雪量で、八方尾根スキー場上部では積雪が約 6ｍに及んでいるとの

ことです。安曇野市内は雪が舞う程度であまり積雪はありませんが、日陰や積雪の多い地域に行か

れる際はご注意下さい。また、この寒さや乾燥によりインフルエンザや新型コロナウイルスが、ま

だちらほら見られているようですので、手洗い、うがい、手指消毒などをして、体調管理にも十分

気をつけましょう。 

※表題「雪がた」について   

春から夏にかけて北アルプスでは様々な雪形が見られ、当院からは常念岳の常念坊や、蝶ヶ岳の蝶などの雪形を正面に望むことが

出来ます。雪形が季節の変化に合わせて融けるように、患者様の病も融ける・・・表題にはそんな願いが込められています。 

また、表題の写真は当院屋上から撮影しました。 

な
お
、
家
族
会
の
事
務
局
は
、院
内
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
担
当
し
て
お

り
ま
す
が
、家
族
会
は
独
立
し
た
組
織

で
す
の
で
、事
業
は
豊
科
病
院
と
は
切

り
離
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
計

も
会
員
の
方
々
の
年
会
費
５
０
０
円
で

運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ:

今
後
の
活
動
は
？ 

Ａ:

以
前
は
家
族
会
の
方
々
が
数
年
に
一

度
、
豊
科
病
院
の
院
内
や
敷
地
を
見
学

さ
れ
、
ご
家
族
の
視
点
で
院
内
及
び
駐

車
場
の
改
善
点
な
ど
を
、
病
院
長
へ
要

望
書
を
以
っ
て
提
言
し
、
病
院
と
家
族

会
が
一
方
通
行
に
な
ら
ぬ
よ
う
相
互
な

関
係
作
り
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も

そ
う
い
っ
た
活
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

●
入
会
の
お
誘
い 

現
在
、
家
族
会
の
会
員
は
10
名
前
後

で
す
。
ご
家
族
同
士
で
一
緒
に
学
び
、そ

し
て
交
流
を
深
め
る
「
ご
家
族
同
士
の

時
間
」
を
一
緒
に
過
ご
さ
れ
ま
せ
ん

か
？
当
家
族
会
へ
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

豊
科
病
院 

相
談
室 

 

二字熟語の答え：雪 


